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 内 容 備 考 

所
在
地
等
情
報 

① 所有者：福井県遠敷郡名田庄村役場 
② 所在地：福井県遠敷郡名田庄村久坂３－４１－３ 
③ 施設の概要 
   処理場名     処理方式 流入水量   計画汚泥量 

計画/H13 実績 kg-ds/日 
奥名田第１浄化センター JARUS-Ⅲ 184/183     9 
奥名田第２浄化センター JARUS-I 108/96           7  

  濃縮汚泥を機械脱水した後、遠心薄膜乾燥機に投入し、含水率 

５０％前後の粒状の乾燥汚泥とするシステム。さらに、この乾燥汚

泥は、土嚢袋に詰めた状態で２週間～１ヶ月保管しておくことによ

り、微生物によって発酵し、緑農地還元に適したものなり、普通肥

料としての再利用が可能である。 

④ 補助事業等の活用 
・事業名：名田庄村特定環境保全公共下水道（県代行） 
     移動式汚泥脱水乾燥車設備工事 
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① 施設の特徴 

 乾燥までのシステムは、トラックに搭載することによって、複数

の処理場の巡回汚泥処理が可能で、 

 乾燥～発酵までは個々の処理場に保管場所を確保すればよく、特
別な設備を必要としない。 
 
② 計画内容 
・ 対象バイオマス及び副資材の種類と量 

集排汚泥：   90ｔ/年（平均含水率 98.5％） 
副資材 ：   なし 
合計  ：   90ｔ/年 

・ 計画コンポスト量： 7.3ｔ/年（平均含水率 30％） 
 
③ 設計内容（施設の規模、構造） 

(ｱ) 処理フロー  ：フロー図参照 
(ｲ) 濃縮装置 ：有・無 [方式：濃縮貯留槽（処理施設内）] 
(ｳ) 前処理  ：有・無 [凝集剤使用（有機系高分子）] 
(ｴ) 副資材  ：有・無 [               ] 
(ｵ) 発酵槽  ：なし。 

     （乾燥汚泥を土嚢袋に入れて自然発酵させる。） 
(ｶ) 脱水機  ：有・無 [方式：遠心脱水機] 
(ｷ) 脱臭方式 ：有・無  [方式：ｽｸﾗﾊﾞ＋燃焼脱臭 ] 
(ｸ) 製品貯蔵設備 ：乾燥汚泥土嚢袋保管棚 

製品の成分：含水率：55％程度、 
(ｹ) 製品の形状：造粒    不定形（5～20ｍｍ ） 
(ｺ) 出荷形態：バラ    袋詰め 
 
 
 
 
 

 
 
 



  
施
工
情
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① 工事請負業者：（元請）株式会社 東芝 
② 工事請負金額：１０１，０００，０００円 
③ 工期：平成１３年３月２３日 
④ 稼動開始：平成１３年８月 
    

 

  
稼
動
情
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① 維持管理運営体制 
複数の処理場を巡回処理（脱水乾燥）し、乾燥汚泥を土嚢袋に 
詰めて、保管棚に収納している。脱水乾燥車の運用は維持管理 
業者は行っている。 
(ｱ) 施設の運転管理 ： 維持管理業者 
(ｲ) 収集運搬    ： 同上 
(ｳ) 乾燥汚泥の配布方法 ： 各戸自主引き取り 
(ｴ) 作業方法及び作業人員 ： 脱水乾燥処理（昼間）時間は 
               2 名体制。 

 
② 施設の維持管理費用 

(ｱ) 収入 
・ 処理料金     なし 
・ コンポスト販売  なし 

(ｲ) 支出 
・ 人件費      31,500 円/人・日 
・ランニングコスト 

電気料金     2000 円/日（発電機使用のため軽油代）
薬品、消耗品等  凝集剤 840 円/日 
その他に水道代ほかがあり、合計 6,000 円/日 

 
③ 稼動状況（2004 年度平均日量） 

(ｱ) 汚泥処理量 ： 0.05 ｔ-DS／日 
(ｲ) 連続、断続、季節変動 ： 巡回処理のため断続運転 
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① 内容 

(ｱ) 実施の有無：有・無 
(ｲ) 確認機関：(社)地域資源循環技術センター 
(ｳ) 確認期間：平成 14 年 7 月～12 月 
(ｴ) 確認内容 

・ 製品（乾燥汚泥）の性状 
・ 肥料性状（代表的なもの） 

T-N ：3 DS% 
P2O3 ：6 DS% 
K2O ：0.1 DS% 

(ｵ) 成果報告書：有・無 
(ｶ) 測定項目（期間中） 

・ 消費電力量の推移 
・ 凝集剤使用量の推移 
・ 室外温度の推移 
・ 処理途中の発酵槽内温度の推移 
・ 作業時間の推移 
・ 臭気調査 
・ 脱水装置脱離液について 
・ 脱臭装置排水について 
・ 物質収支について 
・ 濃縮汚泥成分の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「汚泥資源循環利用」に関
する技術の性能確認試験
実施成果報告書 
 
 

 



施設の処理フロー図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（工程説明） 

１． 汚泥貯留槽から水中ポンプ等にて、汚泥を対象設備に移送します。 

２． 一軸ネジ式ポンプにて所定流量の汚泥を遠心脱水機に送り脱水処理します。 

ここで、余剰の汚泥は、汚泥貯留槽に戻ります。 

３． 脱水助剤は、凝集剤溶解装置にて溶解した高分子凝集剤です。 

４． 脱水処理により含水率を８５－９０％まで下げます。 

５． この脱水汚泥を、一軸ネジ式ポンプにて遠心薄膜乾燥機に送り乾燥処理します。 

６． 乾燥処理は、連続処理で数分間の滞留時間で処理します。乾燥汚泥の含水率は５０－５５％程度で、形

状は１０ｍｍφ程度の粒状になります。 

７．乾燥機は、簡易ボイラ（油焚き）からの蒸気（0.8MPa）で、間接加熱されています。 

８． 乾燥処理の際に発生する排ガスは、スクラバにて冷却・脱臭（主にアンモニア）した  

  のち、ボイラの燃焼用空気として使用し、燃焼脱臭して大気放出します。 

９． 乾燥機から排出された乾燥汚泥は、適宜、土嚢袋等に袋詰めします。 
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装置全景 

遠心脱水機 遠心薄膜乾燥機 


